


























































































































































































































































































































献として挙げた書物にもうかがえる。村岡は『国家』の翻訳として、第一に「The Deal of Plato 
５vols　Oxford　1892  Jowett」を挙げ、そのほかに、ケアリー、バージェス、デイビスの英訳で
ある「Plato’s works」、シュライエルマッハーの「Platons Works」を紹介している。「The Deal 
of Plato ５vols Oxford 1892 Jowett」とは、ベンジャミン・ジョウェットの『プラトン対話篇集』
第三版のことであり、19世紀後半において最も定評のある書とされている（29）。
　また、参考とすべき研究書としては、「Platon全汎ニ関スルモノ」として、E.Zeller“Grundriss 
der Geschichte der griechischen Philosophie”と“Die Philosophie der Griechen”、「Platoニ関スル













































































































































小熊虎之助編集の『増訂版　岩波哲學辞典』（大正11 年、昭和２ 年増言］版第五刷） に、主に
神道関係の多くの項日にまじって、「アナクサゴラス」、「エレア學派」、「ピタゴラス及びピタ
ゴラス學徒」、「ヘラクレイトス」について執筆していることと、大正10（1921）年に広島高等
師範学校でプラトンの国家論について講義していることからもわかる。村岡の学殖の広さには
40
村岡典嗣「PlatoノStaatノ研究」に関する一考察　　本村昌文
舌を巻かざるを得ないが，このように西洋哲学史に通じていることが，後年の村岡の日本思想
史家としての活動の大いなる強みとなったことは問違いない」と、西洋の宗教・哲学思想と日
本思想史の双方の学究に励んでいたことを指摘し、その裏付けとして、『増訂版　岩波哲學辞典』
の項目執筆と、本稿で取り上げる広島高等師範学校におけるプラトンの『国家』に関する講義
に注目している（註２前掲論文）。なお、安酸氏がこの論文を発表された当時は、東北大学史
料館に残されていた村岡典嗣関係資料は未整理のままであり、広島高等師範学校時代における
講義ノートの存在は明らかになっていなかったため、村岡のプラトンの『国家』に関する講義
ノートを検討することはできない状況にあった。
　　　以上のように、これまでの研究において、村岡の西洋哲学、とくにギリシア哲学への関心に
ついて、彼の日本思想史研究への影響が指摘されてはいるものの、事実の指摘にとどまり、具
体的な検討は今後の課題として残されているといえよう。
（５）　村岡典嗣著・前田勉校訂『増補本居宣長』２・pp.17-18（平凡社、2006年）。
（６）　納富信留『プラトン－理想国の現在－』p87（慶應義塾大学出版会、2012年）。
（７）　同上。
（８）　以下の論考は、註２前掲拙稿「村岡典嗣と広島高等師範学校－村岡典嗣文書所収の講義ノー
ト－」に部分的に言及したことがある。あわせて参照されたい。
（９）　文部省編『学制百年史』資料編・P178（帝国地方行政学会、1972年）。
（10）『広島高等師範学校一覧』大正４年度（「広島高等師範学校諸規則」、広島大学文書館所蔵）。
（11）　『広島高等師範学校一覧』大正７年度（「広島高等師範学校諸規則」、国立国会図書館所蔵）。
（12）　同上。
（13）　同上。
（14）　同上。
（15）　なお、『尚志同窓会誌』第33号（大正８年12月17日刊、広島大学文書館蔵）には「新任教官
紹介」の欄があり、そこに村岡を紹介する以下の記事が掲載されている。
　　　　先生は東京府の人、明治三十九年から早稲田大学の文科（哲学科）などに勤めて居られた
が、本年五月母校に来られ、主として徳育専攻科の日本道徳を受持たれてゐる。
（16）　創文社より刊行された『村岡典嗣著作集』の第４巻に、「村岡典嗣講義草案年表稿」が付さ
れている（『日本思想史概説』、創文社、1961年）。そこでは、広島高等師範学校において、表
１に挙げたもののほかに、大正８年に「日本道徳史－上世の研究－」・「本居宣長之学説」・「徳
川時代教化概説」、大正９年に「古事記の研究Ⅱ」、大正10年に「忠君愛国思想の発達」という
講義がなされたと記載されている。このうち、大正８年「日本道徳史－上世の研究－」と大正
９年「古事記の研究Ⅱ」に相当する資料は村岡典嗣文書の中には見いだせない。また、大正８
年「本居宣長之学説」・「徳川時代教化概説」、大正10年「忠君愛国思想の発達」は、村岡典嗣
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文書に同タイトルのノートが現存しているが、広島高等師範学校でなされた講義であるという
記述がないため、広島高等師範学校での講義ノートかどうかを確認することができない。
（17）　「PlatoノStaatノ研究」（東北大学史料館所蔵「村岡典嗣文書」、村岡Ⅰ-６）。
（18）　「日本道徳史　上世の研究」（東北大学史料館所蔵「村岡典嗣文書」、村岡Ⅰ-３）。
（19）　「日本道徳思想史概論」（東北大学史料館所蔵「村岡典嗣文書」、村岡Ⅰ-４-２）。
（20）　「日本道徳史」（東北大学史料館所蔵「村岡典嗣文書」、村岡Ⅰ-４-１）。
（21）　同上。
（22）　同上。
（23） 　なお、引用資料中にある「百科全書的知識ヲ与フルヲ目的」とするものとして、村岡は「東
西古今ノ書ニ就キテ其萃ヲ抜キ要ヲ摘」む書である西村茂樹の『徳学講義』（明治26年・1893）
を念頭に置いていたと考えられる（註２拙稿「村岡典嗣と広島高等師範学校－村岡典嗣文書所
収の講義ノートをめぐって－」）。
（24） 　こうした村岡の講義に対する姿勢の変化は、東北帝国大学への異動と関係があると推測され
るが、この点については後考に期したい。
（25）　「PlatoノStaatノ研究」（東北大学史料館所蔵「村岡典嗣文書」、村岡Ⅰ-６）。
（26）　同上。
（27） 　以下、『本居宣長』の構成については、村岡典嗣著・前田勉校訂『増補本居宣長』１・２（平
凡社、2006年）を参照した。
（28）　註４参照。
（29）　註６納富前掲書・p106。
（30）　『プラトン全集』第15巻（岩波書店、1975年）pp.195-203。
（31）　「PlatoノStaatノ研究」（東北大学史料館所蔵「村岡典嗣文書」、村岡Ⅰ-６）。
（32）　同上。
（33）　同上。
（34）　村岡典嗣著・前田勉校訂『増補本居宣長』２・pp.170-171（平凡社、2006年）。
（35）　波多野精一『西洋哲学史要』（『波多野精一全集』第１巻・p114、岩波書店、1968年）。
（36） 　同上。なお、波多野は大正９年（1920）８月20日の村岡典嗣宛書簡の中で、「プラトーの、
Republicはひょっとすると拝借せねばならぬかと存居候」と述べている（『波多野精一全集』
第６巻・P74、岩波書店、1969年）。村岡の「PlatoノStaatノ研究」が書かれた前年に波多野
との間でプラトンの『国家』のことが話題になっていたことは、村岡の講義と何らかの関係が
あることを予測させるが、現時点ではこれ以上の手がかりを見いだしていない。後考に期した
い。
（37） 　村岡と波多野がプラトンを「預言者」として捉えていく発想のもとには、ヴィンデルバント
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の『プラトン』の影響がある。ヴィンデルバントは『プラトン』の最終章を,DerProphetʻと
題し（出隆・田中美知太郎の翻訳では「予言者としてのプラトン」と訳されている）、一つの
新たなる真理を見いだし、これを啓示として宣伝すべき人物として使命を帯びたプラトン像を
示している（Vgl.WilhelmWindelband,Platon,Stuttgart,1920,S.170ff.岡山大学附属図書館杏
村文庫所蔵）。なお、ヴィンデルバントの『プラトン』は、出隆・田中美知太郎によって翻訳
され、大正13年（1924）に刊行されている。今後、村岡と波多野を含めて、同書によるプラト
ン理解の諸相を検討していく必要があろう。
（38）　註６納富前掲書・pp109-110。
（39）　「PlatoノStaatノ研究」（東北大学史料館所蔵「村岡典嗣文書」、村岡Ⅰ-６）。
（40）　同前。
（41）　同前。
（42）　同前。
（43）　註６納富前掲書・pp73-80。
（44）　「PlatoノStaatノ研究」（東北大学史料館所蔵「村岡典嗣文書」、村岡Ⅱ-５）。
【付記】
　本稿は、科研費・基盤研究C「帝国大学における研究者の知的基盤に関する基礎的研究」（研究
代表者：吉葉恭行）による成果の一部である。
